
身
延
山
の
開
基
檀
越
・
波
木
井
南
部
三
郎
実
長
（
法
寂
院
日
圓
）
に
関
し
て
、
旧
来
よ
り
多
く
の
疑
問
点
、
問
題
点
が
提
示
さ
れ
、
他

方
で
は
顕
彰
の
事
蹟
に
つ
い
て
も
枚
挙
の
暇
が
な
い
程
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
日
蓮
聖
人
と
実
長
・
身
延
山
と
実
長
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
幾
つ
か
の
問
題
点
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

一
章
南
部
実
長
を
め
ぐ
る
諸
問
題

一
節
日
蓮
の
身
延
入
山
は
南
部
実
長
の
招
来
か

二
節
日
蓮
の
身
延
在
山
と
南
部
実
長
の
給
仕

二
章
南
部
実
長
の
社
会
的
地
位
と
所
領
域

一
節
南
部
実
長
の
政
治
・
社
会
的
地
位

二
節
南
部
実
長
の
所
領
域
と
館
跡
（
趾
）

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山

ｌ
実
長
の
給
仕
と
所
領
域
を
問
題
と
し
て
Ｉ

ｌ
目
次
Ｉ

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

一
章
南
部
実
長
を
め
ぐ
る
諸
問
題

町
田
是
正
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８
、
実
長
に
よ
る
「
身
延
山
寄
進
状
」
の
信
葱
性
に
つ
い
て
。

９
、
日
蓮
の
遺
文
中
、
実
長
に
関
係
す
る
御
書
の
真
偽
と
内
容
解
釈
の
問
題
。

Ⅲ
、
実
長
の
政
治
的
・
社
会
的
地
位
の
問
題
。

右
に
挙
げ
た
問
題
点
に
つ
い
て
総
括
的
に
云
え
ば
、
㈲
歴
史
的
考
証
に
重
き
を
お
い
て
考
察
を
す
す
め
る
と
、
実
長
に
対
す
る
批
判
面

が
強
調
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
口
他
方
、
身
延
山
と
の
関
係
に
於
て
、
波
木
井
公
と
し
て
考
証
を
す
す
め
る
と
、
実
長
を
顕
影
す
る
事
蹟

が
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
る
よ
う
で
あ
る
。
即
ち
、
南
部
実
長
を
考
察
の
対
象
と
す
る
研
究
者
の
立
場
に
よ
っ
て
、
実
長
の
人
物
像
・
歴

史
像
に
全
く
違
っ
た
評
価
が
な
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

一
節
・
日
蓮
の
身
延
入
山
は
南
部
実
長
の
招
来
に
よ
る
の
か
。

旧
来
、
日
蓮
の
身
延
入
山
の
理
由
と
し
て
、
「
三
諫
不
聴
則
出
」
の
故
事
に
随
っ
て
入
山
し
た
と
解
せ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
事
は
日
蓮

自
ら
も
、
た
と
え
ば
『
下
山
御
消
息
』
に
お
い
て
、

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

１
、
日
蓮
の
身
延
入
山
は
果
し
て
実
長
の
招
来
に
よ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

２
、
日
蓮
の
身
延
在
山
九
ヵ
年
の
生
活
と
実
長
の
奉
仕
（
給
仕
）
の
問
題
。

３
、
日
興
の
身
延
離
山
と
実
長
と
の
対
立
拮
抗
の
問
題
。

４
、
守
塔
輪
番
制
廃
止
と
実
長
を
め
ぐ
る
問
題
。

５
、
日
蓮
の
身
延
入
山
時
、
逢
嶋
に
於
い
て
実
長
と
の
対
面
は
あ
っ
た
の
か
。

６
、
実
長
の
居
城
・
居
館
の
場
所
（
趾
）
の
問
題
。

７
、
実
長
の
所
領
域
の
問
題
。
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れ
た
。
そ
れ
に
基

注
視
し
て
み
た
。

し
て
み
た
。

と
の
表
現
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
れ
に
し
て
も
、
何
故
に
草
深
い

し
か
し
、
改
め
て
『
下
山
御
消
息
』
を
読
み
直
し
て
み
る
と
、
追
想
文
中
の
「
山
林
」
と
は
「
身
延
山
」
（
蓑
夫
山
）
を
特
定
さ
れ
た

も
の
で
な
い
事
が
解
る
。
往
昔
、
隠
棲
に
適
し
た
候
補
地
は
他
に
あ
っ
た
。
た
と
え
ば
富
木
常
忍
の
領
し
た
下
総
若
宮
が
有
り
、
南
條
時

光
の
領
し
た
富
士
上
野
な
ど
、
気
候
風
土
に
恵
ま
れ
交
通
の
便
の
良
い
場
所
が
処
々
に
あ
っ
た
。
そ
こ
で
、
日
蓮
が
「
下
山
抄
」
の
中
で

追
懐
し
て
い
る
「
山
林
」
と
は
、
当
に
隠
棲
（
俗
世
を
避
け
て
暮
ら
す
）
に
適
し
た
「
山
林
」
（
日
○
巨
三
巴
口
》
の
ぎ
同
の
の
巳
と
解
す
れ
ば
、

此
の
身
延
山
は
日
蓮
の
聖
意
を
満
た
し
た
隠
棲
地
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
な
れ
ば
こ
そ
、
「
本
文
に
ま
か
せ
て
且
く
山
中
に
罷
入
り
ぬ
」

劇
的
な
対
面
を
し
た
と
す
る
の
が
通
説
で
あ
壷

そ
の
㈲
・
日
蓮
が
佐
渡
に
配
流
中
の
文
永
十
年
夏
、
南
部
実
長
か
ら
「
仏
法
に
関
す
る
疑
念
の
訊
問
書
」
が
一
ノ
谷
の
小
庵
に
届
け
ら

た
。
そ
れ
に
対
し
て
『
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
』
と
称
せ
ら
れ
て
い
る
返
書
を
認
め
た
が
、
そ
の
返
書
の
冒
頭
文
と
最
末
尾
の
宛
名
に

国
恩
を
報
ぜ
ん
が
た
め
に
三
度
ま
で
は
諫
暁
す
べ
し
。
用
い
ず
ば
山
林
に
身
を
隠
さ
ん
と
お
も
ひ
し
に
也
。
又
上
古
の
本
文
に
も
三

度
い
さ
め
用
い
ず
ば
去
れ
と
い
ふ
。
本
文
に
ま
か
せ
て
且
く
山
中
に
罷
入
り
胤
叱

と
追
想
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
文
永
十
一
年
（
三
一
七
四
）
五
月
十
七
日
に
入
山
、
現
在
の
史
蹟
「
逢
嶋
」
に
於
て
、
日
蓮
と
実
長
が

セ
リ
ル
コ
ト
ノ
ノ
》

烏
跡
飛
来
。
晴
二
不
審
一
疾
風
巻

文
永
十
年
太
歳
癸
酉
八
月
三
日

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

ル
コ
ト
ノ
ノ
テ
シ
カ
二

晴
二
不
審
一
疾
風
巻
二
重
雲
一
如
レ
向
二
明
月
一
…
…
中
略
…
…

何
故
に
草
深
い
人
里
を
離
れ
た
身
延
山
の
幽
谷
を
隠
棲
地
と
さ
れ
た
の
か
。
筆
者
は
三
点
ほ
ど
入
山
の
聖
意
を
推
量
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波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

（
３
）

甲
斐
国
南
部
六
郎
三
郎
殿
御
返
事
・
日
蓮
花
押

右
の
返
書
に
於
て
、
宛
名
が
国
邑
名
と
人
名
と
が
具
さ
に
併
記
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
宛
名
書
き
は
遺
文
の
慣
例
か
ら
す
る
と
特
異
で
あ

る
。
惟
う
に
佐
渡
の
配
所
に
在
っ
て
、
日
蓮
の
脳
裏
に
「
甲
斐
国
南
部
郷
」
が
焼
き
付
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。
文
永
十
一
年
二
月
赦

免
状
発
令
、
三
月
十
四
佐
渡
出
立
、
三
且
一
十
六
日
鎌
倉
帰
還
、
四
月
八
日
第
三
国
諫
、
そ
し
て
「
三
諫
し
て
用
い
ざ
れ
ば
去
る
」
と
の

礼
記
典
礼
な
ど
の
古
賢
の
辞
に
随
っ
て
山
林
に
隠
棲
を
決
意
し
た
時
、
昨
夏
の
実
長
か
ら
の
訊
問
書
が
甦
り
、
い
ま
だ
見
ぬ
草
深
い
「
甲

斐
国
南
部
御
牧
・
波
木
井
郷
」
に
対
す
る
想
い
が
脳
裏
を
か
け
め
ぐ
っ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
口
・
日
蓮
の
消
息
遺
文
を
拝
読
す
る
と
、
弟
子
・
檀
越
の
一
人
一
人
の
個
性
を
よ
く
理
解
さ
れ
、
そ
の
機
根
に
対
応
し
た
教
化
、

慈
愛
あ
ふ
れ
る
激
励
、
信
頼
の
情
を
寄
せ
、
供
養
品
に
対
す
る
感
謝
の
想
い
を
書
き
送
る
な
ど
、
い
ず
れ
も
日
蓮
の
霊
性
と
人
間
性
を
に

じ
ま
せ
て
お
り
、
拝
読
す
る
者
の
琴
線
を
ゆ
す
る
の
で
あ
る
。

さ
て
、
日
蓮
は
南
部
実
長
の
人
柄
に
つ
い
て
、
生
来
剛
直
の
檀
越
の
一
人
と
し
て
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
て
い
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

富
士
興
門
派
の
記
録
類
に
よ
れ
ば
、
「
波
木
井
殿
の
振
舞
は
大
聖
人
御
存
生
の
時
よ
り
の
事
な
り
」
と
し
て
、
実
長
の
言
動
は
勝
手
騎
慢

の
事
多
し
と
、
厳
し
く
批
判
し
て
い
る
所
で
あ
る
。
今
は
他
派
に
よ
る
批
判
は
措
く
と
し
て
、
実
長
は
文
永
六
年
（
一
二
六
九
）
前
後
に

日
蓮
に
帰
依
す
る
機
縁
が
あ
っ
た
姥
鎌
倉
幕
府
の
御
家
人
で
あ
っ
た
が
為
に
、
時
と
し
て
剛
直
一
徹
の
言
動
を
示
す
こ
と
も
あ
っ
た
で

あ
ろ
う
。
実
長
に
対
す
る
批
判
の
的
と
な
っ
て
い
る
三
箇
ノ
誇
法
に
し
て
も
、
実
長
の
置
か
れ
た
御
家
人
の
立
場
か
ら
す
れ
ば
、
解
釈
の

仕
方
も
少
し
く
違
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
。
と
も
か
く
、
日
蓮
は
実
長
の
節
を
曲
げ
な
い
剛
直
の
姿
勢
に
対
し
て
全
幅
の
信
頼
を
寄
せ
、

身
延
入
山
・
隠
棲
後
の
身
の
保
全
を
託
す
る
に
足
る
檀
越
と
さ
れ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

そ
の
㈲
・
日
蓮
は
佐
渡
流
罪
を
赦
免
さ
れ
た
と
は
云
え
、
俗
世
の
倫
理
観
か
ら
す
れ
ば
「
刑
余
」
（
の
減
８
ｐ
ａ
ｏ
こ
の
身
で
あ
る
。
し
た
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が
っ
て
身
延
入
山
・
隠
棲
と
い
う
行
動
は
、
佐
渡
配
流
の
延
長
線
に
置
い
て
見
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
。
偶
々
、
実
長
が
日
蓮
に
帰
依
し

て
い
た
事
も
あ
っ
て
、
北
條
幕
府
は
厄
介
者
の
日
蓮
を
甲
斐
国
波
木
井
郷
へ
と
隠
棲
せ
し
め
、
実
長
の
監
視
下
に
置
こ
う
と
し
た
の
で
は

な
い
か
。
穿
っ
た
観
方
が
許
さ
れ
る
な
ら
ば
、
日
蓮
は
実
長
の
監
視
下
に
入
る
こ
と
を
充
々
承
知
の
上
で
、
「
実
長
に
身
延
招
来
の
形
を

と
ら
せ
て
」
の
入
山
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

す
な
わ
ち
『
下
山
御
消
息
』
の
一
節
、

身
延
の
嶺
と
申
す
深
山
に
御
隠
居
せ
さ
せ
給
ひ
候
（
昭
定
遺
一
三
一
二
頁
）

の
短
い
追
想
文
中
に
そ
の
間
の
事
情
を
端
的
に
語
っ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
れ
ば
こ
そ
、
身
延
入
山
の
当
日
、
下
総
の
富
木
常

ス

忍
に
宛
て
た
消
息
に
於
て
、
「
飢
渇
申
ば
か
り
な
し
、
米
一
合
も
売
ら
ず
、
餓
死
し
ぬ
べ
し
」
と
衣
食
住
の
準
備
の
無
か
っ
た
事
を
伝
え

（
良
》
）
，

な
が
ら
、
そ
の
上
で
、
い
ま
だ
定
ま
ら
ず
と
言
へ
ど
も
、
大
旨
は
こ
の
山
中
心
中
に
叶
い
て
候
へ
ば
。
し
ば
ら
く
は
候
は
ん
ず
ら
む
…
…

と
書
き
送
っ
て
い
る
如
く
、
入
山
当
日
か
ら
衣
食
住
の
不
如
意
が
予
想
さ
れ
た
中
で
、
入
山
の
心
境
を
法
悦
に
ま
で
昇
華
し
て
い
る
の

で
あ
る
。
日
蓮
は
実
長
の
御
家
人
と
波
木
井
郷
地
頭
の
立
場
を
考
慮
さ
れ
、
実
長
に
迷
惑
が
及
ば
ぬ
よ
う
に
と
深
慮
し
て
の
身
延
入
山
で

あ
っ
た
と
解
し
て
は
、
無
理
が
あ
る
で
あ
ろ
う
か
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

二
節
・
日
蓮
の
身
延
在
山
と
南
部
実
長
の
給
仕

日
蓮
聖
人
の
身
延
山
九
カ
年
の
生
活
は
、
ま
さ
に
棲
惨
で
あ
っ
た
と
云
え
よ
う
。
そ
の
間
の
状
況
は
多
く
の
消
息
文
が
伝
え
る
と
こ
ろ

で
あ
る
。

『
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
』
に
お
い
て

此
深
山
に
居
住
し
て
門
一
町
を
出
で
ず
。
既
に
五
箇
年
を
へ
た
り
…
…
…
冬
は
雪
道
を
塞
ぎ
、
夏
は
草
を
ひ
茂
り
…
…
…
訪
ふ
人
な

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）
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波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

（
６
）

け
れ
ば
命
も
つ
ぎ
が
た
し
。
は
だ
を
か
く
す
衣
も
候
は
ざ
り
つ
る

と
述
べ
、
『
秋
元
御
書
』
に
於
て
も

手
の
広
さ
程
の
平
か
な
る
処
あ
り
、
愛
に
庵
室
を
結
ん
で
天
雨
を
脱
れ
、
木
の
皮
を
は
ぎ
て
四
壁
と
な
し
、
自
死
の
鹿
の
皮
を
衣
と

し
、
春
は
蕨
を
折
り
て
身
を
養
ひ
…
…
去
年
十
一
月
よ
り
雪
降
り
積
て
…
…
雪
深
く
し
て
道
塞
が
り
…
…
八
寒
地
獄
の
業
を
身
に
つ

ぐ
の
へ
り
…
…
雪
を
器
に
盛
り
て
飯
と
観
じ
水
を
飲
で
漿
と
思
篭

と
述
べ
て
い
る
。
こ
う
し
た
飢
餓
と
耐
寒
の
表
現
は
決
し
て
誇
張
で
は
な
い
。
ま
た
在
山
九
カ
年
の
間
、
「
は
ら
の
け
」
（
下
痢
症
塗

に
悩
ま
さ
れ
、
晩
年
は
「
や
せ
や
ま
い
」
（
栄
養
失
調
と
衰
赴
に
蝕
ま
れ
た
こ
と
も
語
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

日
蓮
の
辛
惨
の
在
山
生
活
に
対
し
て
、
実
長
は
給
仕
の
丹
誠
を
差
し
の
べ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
消
息
遺
文
を
見
る
か
ぎ
り
、
西
谷
の
草

庵
に
赴
い
て
採
果
汲
水
・
拾
薪
設
食
の
給
仕
を
し
た
姿
は
語
ら
れ
て
い
な
い
。
日
蓮
に
対
す
る
直
接
の
供
養
貢
納
の
品
は
専
ら
遠
隔
地
の

安
房
・
下
総
・
駿
州
・
鎌
倉
に
住
し
た
弟
子
檀
越
か
ら
の
も
の
で
あ
っ
た
。
実
長
の
直
接
の
丹
誠
を
語
る
も
の
と
し
て
は
、
「
厩
・
小
坊
・

大
坊
」
の
建
鴎
凶
身
延
山
寄
進
が
傳
え
ら
れ
る
。
（
本
拙
稿
二
十
七
頁
補
注
参
）

さ
て
、
南
部
実
長
は
御
家
人
で
あ
っ
た
の
で
、
当
然
に
鎌
倉
に
出
仕
し
て
鎌
倉
番
役
な
ど
の
奉
公
を
す
る
義
務
を
負
う
て
い
た
。
甲
斐

源
氏
は
、
源
頼
朝
の
鎌
倉
政
権
の
樹
立
に
大
き
く
貢
献
し
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
敬
遠
さ
れ
、
知
行
地
も
安
芸
・
奥
州
の
遠
隔
地
に
封
ぜ

ら
れ
た
。
特
に
承
久
の
乱
（
一
二
二
二
年
）
に
際
し
て
は
、
甲
斐
源
氏
は
皇
室
側
に
寄
っ
た
立
場
を
と
っ
た
の
で
、
乱
後
、
北
條
執
権
と

は
距
離
を
置
く
と
こ
ろ
と
な
っ
た
。
随
っ
て
、
甲
斐
源
氏
の
連
枝
で
あ
っ
た
南
部
実
長
は
、
御
家
人
と
は
云
え
そ
の
政
治
行
動
は
抑
制
さ

れ
る
立
場
に
あ
っ
た
事
は
否
め
な
い
。

日
蓮
は
実
長
の
お
か
れ
た
微
妙
な
立
場
を
充
々
承
知
さ
れ
、
実
長
の
苦
衷
を
諒
と
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か
。
左
掲
の
『
六
郎
次
郎
殿
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右
の
「
御
報
」
の
一
文
は
、
日
蓮
の
万
感
の
想
い
を
開
陳
し
た
も
の
で
あ
る
。
北
條
幕
府
に
と
っ
て
、
日
蓮
は
「
そ
こ
ば
く
も
て
あ
つ

か
う
て
候
身
」
の
厄
介
者
で
あ
っ
た
。
そ
の
日
蓮
を
「
九
カ
年
ま
で
御
帰
依
候
ぬ
る
御
心
ざ
し
は
申
す
ば
か
り
な
く
候
」
と
、
実
長
の
外

護
丹
誠
は
筆
舌
で
は
尽
し
難
た
い
と
、
感
謝
の
念
を
伝
え
て
い
る
。
他
の
遺
文
を
通
し
て
見
る
か
ぎ
り
、
実
長
の
直
接
の
給
仕
の
姿
を
見

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

愛
で
て
い
る
の
で
あ
る
。

御
返
事
』
は
短
い
消
息
文
な
が
ら
、
日
蓮
と
実
長
の
心
の
交
流
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。

ヒ
ン
ヌ

シ

ヒ

メ
セ

白
米
三
斗
、
油
一
筒
給
畢
。
い
ま
に
は
じ
め
ぬ
御
心
ざ
し
申
つ
く
し
が
た
く
候
・
日
蓮
が
悦
候
の
み
な
ら
ず
、
釈
迦
仏
定
て
御
悦
候

ク

ら
ん
。
我
則
歓
喜
・
諸
仏
亦
然
は
是
也
。
明
日
三
位
房
を
っ
か
は
す
べ
く
候
・
そ
の
時
、
委
細
可
レ
申
候
。

建
治
三
年
丁
丑
三
月
十
九
日
日
蓮
花
押

（
皿
）

六
郎
次
郎
殿
・
次
郎
兵
衛
殿

建
治
三
年
（
一
二
七
七
）
は
日
蓮
入
山
、
す
で
に
三
歳
半
を
経
て
い
る
。
実
長
の
縁
故
者
（
六
郎
次
郎
は
実
長
の
側
室
の
一
子
で
清
長

の
こ
と
）
か
ら
白
米
と
油
の
供
養
品
が
西
谷
の
草
庵
へ
届
け
ら
れ
た
事
へ
の
御
礼
状
で
あ
る
。
特
に
「
今
に
始
め
ぬ
御
心
ざ
し
申
し
尽
し

難
く
候
」
の
表
現
に
は
、
実
長
の
表
面
に
立
っ
て
の
給
仕
の
出
来
な
い
苦
衷
を
労
ら
わ
れ
、
実
長
の
蔭
な
が
ら
の
常
在
給
仕
の
丹
誠
心
を

次
に
日
蓮
の
遺
言
書
と
も
称
せ
ら
れ
て
い
る
『
波
木
井
殿
御
報
』
中
の
一
節
に

さ
り
な
が
ら
も
日
本
国
に
そ
こ
ば
く
も
て
あ
つ
か
う
て
候
み
を
、
九
年
ま
で
御
き
え
候
ぬ
る
御
心
ざ
し
申
す
ば
か
り
な
く
候
へ
ば
、

い
ず
く
に
て
死
に
候
と
も
、
墓
を
ば
み
の
ぶ
沢
に
せ
さ
せ
候
べ
く
候
…
…
…

（
弘
安
五
年
）
九
月
十
九
日
日
蓮
ｎ
Ｕ

（
岨
）

進
上
波
木
井
殿
御
侍
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一
節
南
部
実
長
の
政
治
・
社
会
的
地
位

鎌
倉
幕
府
の
草
創
期
、
将
軍
源
頼
朝
は
関
東
一
円
の
開
発
領
主
の
領
地
の
存
続
を
認
め
、
開
発
領
主
並
び
に
子
孫
を
累
代
御
家
人
・
譜

代
相
伝
御
家
人
に
列
し
て
「
御
恩
」
（
安
堵
）
を
与
え
た
。

甲
斐
国
内
の
源
氏
一
統
も
夫
々
に
開
発
し
た
荘
園
地
に
因
ん
で
武
田
・
逸
見
・
加
賀
美
な
ど
に
分
枝
し
た
。
実
長
の
父
・
光
行
は
加
賀

美
遠
光
か
ら
河
内
領
南
部
郷
を
分
与
さ
れ
、
此
処
に
南
部
御
牧
を
興
し
て
馬
産
の
経
営
に
力
を
入
れ
た
。
文
治
五
年
（
二
八
九
）
奥
州

藤
原
泰
衡
征
討
に
軍
功
を
立
て
、
頼
朝
か
ら
奥
州
糠
部
五
郷
を
賜
与
さ
れ
、
奥
州
南
部
の
基
を
開
い
た
。

南
部
実
長
の
政
治
力
を
語
る
と
き
、
必
然
的
に
父
の
光
行
と
、
兄
実
光
の
功
業
に
つ
い
て
言
及
し
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
さ
て
、
幕

府
の
公
用
記
録
『
吾
妻
鏡
』
（
東
鑑
）
を
見
る
と
、
光
行
の
名
が
前
後
十
カ
所
に
出
自
す
る
。
い
ま
三
・
四
カ
所
を
摘
出
し
要
約
し
て
紹

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

る
こ
と
は
出
来
な
い
。
鎌
倉
御
家
人
と
し
て
表
向
き
は
日
蓮
を
監
視
す
る
立
場
の
苦
衷
を
察
せ
ら
れ
、
実
長
の
本
意
は
「
実
長
の
身
命
に

代
え
て
も
外
護
す
る
」
丹
誠
の
給
仕
を
充
分
に
諒
と
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
れ
ば
こ
そ
、
波
木
井
郷
の
地
頭
と
い
う
実
力
者
に
対
す

る
信
頼
感
が
、
滅
後
の
廟
所
の
守
護
を
託
す
る
心
境
に
ま
で
な
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

介
し
て
み
よ
う
。

文
治
五
年
七
月
十
九
日
丁
丑
巳
刻
、
頼
朝
、
奥
州
押
領
使
伊
達
藤
原
次
郎
泰
衡
征
伐
ノ
為
鎌
倉
ヲ
発
向
シ
給
フ
。
鎌
倉
ヨ
リ
出
御
ノ

御
供
ノ
輩
ノ
中
二
…
…
加
賀
美
遠
光
・
加
賀
美
次
郎
長
清
・
加
賀
美
太
郎
長
綱
等
卜
共
二
南
部
次
郎
光
行
随
兵
シ
テ
轄
戦
懇

建
久
元
年
十
一
月
七
日
頼
朝
上
洛
シ
六
波
羅
二
赴
ク
。
畠
山
重
忠
ヲ
先
頭
ニ
シ
テ
関
東
一
円
ノ
御
家
人
随
兵
、
信
濃
三
郎
光
行
第
二

二
章
南
部
実
長
の
社
会
的
地
位
と
所
領
域
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南
部
光
行
建
久
二
年
十
一
豆
一
十
九
日
奥
州
糠
部
八
戸
浦
二
着
岸
…
…
建
久
三
年
春
三
戸
平
良
ケ
崎
二
築
蝋
一
…
．

惟
う
に
、
光
行
は
甲
斐
南
部
牧
・
奥
州
南
部
駒
の
産
馬
の
経
営
に
努
め
た
こ
と
が
、
鎌
倉
番
役
か
ら
離
れ
る
所
と
な
り
、
『
吾
妻
鏡
』

か
ら
名
前
が
消
え
て
い
っ
た
の
で
は
な
い
か
。

次
に
兄
の
実
光
に
関
し
て
『
南
部
八
戸
家
系
』
に
次
の
よ
う
に
見
え
る
。

暦
仁
元
年
正
月
頼
経
卿
上
洛
時
、
彦
次
郎
実
光
与
二
弟
六
郎
實
長
一
相
共
勤
二
供
奉
一
、
建
長
四
年
八
月
一
日
宗
尊
親
王
将
軍
宣
下
後
、

参
二
詣
八
幡
宮
一
時
実
光
勤
二
随
兵
一
、
同
士
一
月
十
七
日
将
軍
移
二
徒
干
新
館
一
後
、
詣
二
干
鶴
岡
一
実
光
亦
列
二
供
奉
一
、
同
五
年
八
月
十

五
日
十
六
日
鶴
岡
放
生
会
、
将
軍
家
参
拝
実
光
勤
二
随
兵
一
、
同
六
年
八
月
十
五
日
寂
然
・
法
諄
鶴
林
素
奄

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

関
連
し
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。

建
久
元
年
十
一
月
十
一
日
頼
朝
新
大
言
叙
任
、
六
條
宮
、
石
清
水
宮
二
参
詣
、
信
濃
三
郎
光
行
ハ
畠
山
重
忠
・
佐
々
木
定
綱
・
梶
原

景
時
・
和
田
義
盛
ナ
ド
重
臣
ト
共
二
後
陣
ノ
随
兵
ヲ
勤
与
地

建
久
六
年
四
月
十
五
日
頼
朝
ハ
若
宮
実
朝
ヲ
同
伴
シ
石
清
水
宮
二
参
詣
、
南
部
三
郎
光
行
随
兵
外
地

建
久
六
年
五
月
一
千
日
頼
朝
ト
御
台
所
北
条
政
子
、
大
坂
天
王
寺
参
詣
ス
。
南
部
三
郎
光
行
後
陣
ノ
随
兵
ヲ
勤
些
魂

光
行
の
奥
州
韓
戦
の
記
録
は
『
南
部
家
文
書
』
中
に
も
見
え
る
が
、
下
賜
さ
れ
た
奥
州
糠
部
郷
へ
の
下
向
に
関
し
て
は
根
本
史
料
を
欠

く
の
で
推
測
の
域
を
出
な
い
が
、
光
行
を
語
る
と
き
素
通
り
で
き
な
い
業
績
で
あ
る
。
さ
て
、
『
吾
妻
鏡
』
で
は
、
文
治
か
ら
建
久
三
年

に
至
る
ま
で
は
、
幕
府
の
重
臣
達
と
臆
兵
近
番
す
る
奉
公
記
録
が
見
え
る
が
、
建
久
六
年
（
二
九
五
）
の
記
録
を
最
後
に
し
て
、
光
行

の
名
が
消
え
る
。
『
吾
妻
鏡
』
か
ら
奉
公
記
録
が
消
え
る
こ
と
は
、
時
代
は
数
年
遡
行
す
る
が
、
『
南
部
家
文
書
』
に
見
え
る
奥
州
下
向
と

十
九
番
隊
騎
ト
シ
テ
随
兵
強
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波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

南
部
光
行
に
は
正
室
と
側
室
の
男
児
を
合
せ
て
六
人
居
た
が
、
長
子
彦
太
郎
行
朝
は
妾
腹
の
子
の
故
に
早
く
よ
り
一
戸
（
岩
手
県
一
戸

町
）
へ
下
向
さ
せ
ら
れ
、
四
男
孫
四
郎
実
朝
は
四
戸
へ
、
五
男
五
郎
行
連
は
九
戸
（
岩
手
県
九
戸
町
）
へ
、
六
男
太
郎
朝
清
は
久
慈
・
七

戸
へ
と
下
向
さ
せ
ら
れ
、
夫
々
に
奥
州
各
郷
の
南
部
祖
と
な
っ
た
。

甲
斐
国
南
部
御
牧
を
相
傳
し
た
の
は
、
二
男
彦
次
郎
実
光
で
あ
る
。
父
の
光
行
と
共
に
鎌
倉
に
出
仕
し
て
い
た
が
、
承
久
年
間
に
は
戦

乱
を
避
け
て
奥
州
に
下
向
し
、
三
戸
平
良
ケ
崎
城
を
再
建
築
、
そ
の
後
は
鎌
倉
に
出
仕
し
て
四
代
将
軍
頼
経
（
関
白
九
条
道
家
の
子
）
、

六
代
宗
尊
親
王
（
後
嵯
峨
天
皇
皇
子
）
の
随
兵
を
数
度
に
わ
た
り
勤
め
、
併
せ
て
南
部
御
牧
郷
も
督
し
た
の
で
あ
る
。

波
木
井
南
部
実
長
に
関
す
る
基
本
史
料
は
、
『
日
蓮
聖
人
遺
文
』
と
『
南
部
家
文
書
』
で
あ
る
が
、
刊
行
さ
れ
て
い
る
両
文
書
集
と
も

史
料
批
判
を
要
す
る
所
が
多
々
あ
る
。
拙
稿
で
は
と
も
か
く
『
南
部
家
文
書
集
』
を
参
借
し
て
お
く
。

實
長
、
彦
三
郎
、
当
時
世
人
略
二
彦
一
字
一
而
称
二
呼
三
郎
一
、
故
家
系
載
二
三
郎
一
故
後
改
二
称
六
郎
一
、
南
部
元
祖
三
郎
光
行
之
三
男
也
。

実
光
同
母
弟
、
暦
仁
元
年
正
月
頼
経
卿
上
洛
之
時
与
二
兄
実
光
一
同
被
し
選
二
随
兵
一
騎
馬
雇
従
。
甲
州
身
延
山
開
基
、
号
二
波
木
井
一
法

ま
た
「
八
戸
家
傳
記
」
に
は

於
二
甲
州
一
領
二
数
ケ
所
一
住
二
波
木
井
一
故
世
人
或
称
二
波
木
井
実
長
一
為
し
児
父
光
行
以
二
三
上
勝
兵
衛
富
助
・
福
士
右
馬
允
忠
隆
一
為
二
傳

（
副
）

臣
一
實
長
成
長
而
為
二
別
家
一
時
三
上
福
士
従
属
云
云

先
の
記
録
に
よ
れ
ば
、
実
長
は
鎌
倉
番
役
を
勤
め
、
将
軍
に
随
兵
奉
公
し
た
こ
と
。
甲
斐
南
部
御
牧
郷
中
の
数
カ
所
を
領
し
、
波
木
井

郷
に
住
し
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
実
長
が
正
嘉
・
文
応
・
文
永
年
間
に
鎌
倉
に
在
っ
て
、
日
蓮
の
教
化
に
浴
し
た
機
縁
は
『
六
郎
憧
長
御

消
農
・
『
南
部
六
郎
殿
御
童
な
ど
に
徴
し
て
も
知
ら
れ
る
所
で
あ
る
。

諄実
輝光
山同
源母

奄竈
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さ
て
南
部
実
長
が
在
世
し
た
時
代
に
入
る
と
、
鎌
倉
幕
府
の
政
権
に
変
動
が
生
じ
て
い
た
。
幕
府
草
創
期
の
重
臣
で
あ
っ
た
梶
原
景
時
・

比
企
能
員
・
三
浦
義
澄
・
和
田
義
盛
な
ど
は
既
に
世
に
亡
く
、
政
権
の
実
権
が
源
氏
よ
り
北
條
氏
に
移
り
、
特
に
北
條
執
権
の
得
宗
家
の

専
制
化
が
進
み
、
譜
代
御
家
人
と
の
対
立
が
深
ま
り
つ
つ
あ
っ
た
。
一
事
例
と
し
て
、
得
宗
家
の
内
管
領
・
平
頼
綱
（
日
蓮
を
弾
圧
し
た

得
宗
御
内
人
の
一
人
）
と
譜
代
御
家
人
の
足
達
泰
盛
（
日
蓮
の
身
の
保
全
に
努
め
た
人
物
）
と
の
抗
争
・
足
達
一
族
滅
亡
（
弘
安
八
年
十

一
月
霜
月
騒
動
）
は
、
得
宗
家
の
専
制
を
象
徴
す
る
事
件
で
あ
っ
た
。

南
部
実
長
の
政
治
的
立
場
を
考
え
る
と
き
、
北
條
執
権
の
政
権
の
推
移
と
譜
代
御
家
人
と
の
対
立
を
背
景
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。

譜
代
相
傳
御
家
人
で
あ
っ
た
実
長
の
立
場
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
実
長
の
日
蓮
に
対
す
る
給
仕
の
姿
勢
を
見
て
い
く
必
要
が
あ
ろ
う
。

●
●
●
●
●
●
●
●
●
●
●

二
節
・
南
部
実
長
の
所
領
域
と
館
跡
（
趾
）

旧
来
か
ら
実
長
の
所
領
域
に
関
し
て
、
ま
た
館
跡
に
つ
い
て
、
夫
々
特
定
す
る
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。
一
般
的
に
は
、

太
田
亮
著
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
の
記
載
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

清
和
源
氏
加
賀
美
氏
族
、
甲
斐
国
南
巨
摩
郡
波
木
井
邑
よ
り
起
り
、
羽
切
・
羽
桐
・
波
切
井
・
破
切
居
等
に
作
る
。
南
部
光
行
の
三

男
、
波
木
井
・
御
牧
・
飯
野
の
三
庄
を
領
し
て
波
木
井
と
称
せ
し
に
始
奄

し
か
し
本
辞
典
の
編
纂
目
的
が
「
姓
氏
」
の
系
譜
を
明
ら
か
に
す
る
事
に
あ
る
た
め
、
実
長
の
所
領
域
な
ど
の
記
載
は
雑
駁
と
な
っ
て

い
る
。
実
長
が
「
波
木
井
殿
」
と
呼
称
さ
れ
た
こ
と
は
、
現
在
、
身
延
町
梅
平
地
域
を
貫
流
す
る
一
級
河
川
「
波
木
井
川
」
を
狭
ん
で
、

左
岸
の
東
南
斜
面
台
地
（
鏡
円
坊
・
波
木
井
氏
館
跡
と
さ
れ
る
）
と
真
向
に
当
る
右
岸
西
北
段
丘
地
を
「
殿
前
」
（
ど
の
ま
え
）
と
口
碑

伝
承
さ
れ
て
き
て
い
る
事
が
有
力
な
手
掛
り
と
な
り
、
居
館
趾
を
特
定
す
る
上
で
も
示
唆
さ
れ
よ
う
。

実
長
の
所
領
域
に
関
し
て
、
前
出
し
た
『
八
戸
家
傳
記
』
に
は
、
「
甲
州
二
於
テ
数
ヶ
所
ヲ
領
シ
テ
波
木
井
郷
二
住
ス
」
と
あ
る
が
、

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）
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い
る
。
例
え
轌

十
疋
）
の
御
坐

「
私
牧
」
の
こ

牧
で
あ
っ
た
。

（
妬
）

此
の
身
延
の
沢
と
申
す
処
は
甲
斐
国
飯
井
野
御
牧
三
箇
郷
の
内
、
波
木
井
の
郷
の
戌
亥
の
隅
に
あ
た
り
て
候
…
…

秋
元
御
書
（
「
筒
御
器
紗
」
の
別
称
あ
り
）

東
海
道
十
五
箇
国
其
内
に
甲
州
飯
野
御
牧
三
箇
郷
の
内
波
木
井
と
申
す
。
此
郷
之
内
戌
亥
の
方
に
入
り
て
こ
十
余
里
の
深
山
あ
り
。

北
は
身
延
山
・
南
は
鷹
取
山
、
西
は
七
面
山
・
…
・
面

先
の
遺
文
中
に
「
飯
野
御
牧
」
・
「
飯
井
野
御
牧
」
と
見
え
る
「
御
牧
」
と
い
う
は
、
天
智
七
年
・
天
武
四
年
に
諸
国
に
置
か
れ
た
御

牧
（
御
料
馬
牧
）
、
ま
た
大
宝
律
令
（
厩
牧
令
）
や
延
喜
式
（
左
右
馬
寮
制
）
で
設
置
さ
れ
た
官
牧
（
勅
使
牧
）
と
は
性
格
を
異
に
し
て

い
る
。
例
え
ば
延
喜
式
（
九
○
七
年
）
に
よ
り
甲
斐
国
内
に
設
置
さ
れ
た
柏
前
牧
・
真
衣
野
牧
・
穂
坂
牧
は
、
専
ら
貢
進
馬
用
（
毎
年
六

十
疋
）
の
御
牧
で
あ
っ
髭
し
か
し
遺
文
に
見
え
る
「
御
牧
」
と
は
、
甲
斐
源
氏
の
一
族
が
荘
園
拡
大
・
軍
事
馬
産
の
た
め
に
開
発
し
た

「
私
牧
」
の
こ
と
で
、
例
え
ば
黒
駒
牧
・
八
田
牧
・
小
笠
原
牧
・
武
河
牧
・
逸
見
牧
・
岩
間
牧
・
南
部
牧
な
ど
と
性
格
を
同
じ
く
し
た
私

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

そ
の
数
カ
所
名
を
示
し
た
も
の
と
し
て
、
日
蓮
の
遺
文
中
に
具
体
的
に
記
述
さ
れ
て
い
る
。

旧
来
、
遺
文
が
記
す
「
飯
野
御
牧
三
箇
郷
之
波
木
井
郷
」
の
解
釈
を
め
ぐ
っ
て
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
。

解
釈
そ
の
Ｈ
松
野
殿
女
房
御
返
事
の
中
で
「
飯
井
野
御
牧
三
箇
郷
の
内
」
と
、
句
点
無
し
に
記
し
て
い
る
か
ら
、
「
飯
野
御
牧
の
内

の
三
力
郷
」
と
読
み
解
し
て
、
三
力
郷
を
大
野
・
波
木
井
・
梅
平
と
す
る
見
方
。

松
野
殿
女
房
御
返
事

下
山
御
消
息

ル
・

上

（
猫
）

去
文
永
十
一
年
の
夏
の
比
、
同
甲
州
飯
野
御
牧
波
木
井
郷
の
内
、
身
延
の
嶺
と
申
す
深
山
に
御
隠
居
せ
さ
せ
給
候
へ
ぱ
…
…
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飯
野
…
…
是
ヲ
三
箇
郷
二
分
シ
ナ
ラ
ン
ｏ
飯
野
ハ
大
野
二
作
ル
…
…
飯
野
・
波
木
井
・
相
又
（
相
俣
）
ヲ
三
箇
郷
ト
云
フ
ナ
ラ
ユ
型

と
記
載
す
る
を
享
け
て
、
「
飯
野
」
と
は
現
在
の
大
野
・
清
子
に
至
る
起
伏
に
富
み
産
馬
に
適
し
た
原
野
地
帯
と
解
さ
れ
よ
う
。
「
波
木

井
」
と
は
現
在
の
波
木
井
川
が
貫
流
す
る
梅
平
を
中
心
と
し
て
波
木
井
に
至
る
要
害
を
背
に
し
た
農
耕
と
産
馬
に
適
し
た
地
帯
と
解
さ
れ

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

解
釈
そ
の
同
日
蓮
遺
文
の
記
述
に
拘
泥
す
る
こ
と
な
く
、
御
牧
と
あ
る
は
日
蓮
が
入
山
の
途
次
に
通
過
し
た
南
部
御
牧
の
こ
と
。
飯

野
と
あ
る
は
竃
斐
国
誌
』
の
中
で
「
日
蓮
ノ
書
二
南
部
ノ
内
飯
野
御
牧
ト
ア
ル
ハ
即
チ
此
処
ナ
と
と
記
す
こ
と
に
徴
し
て
大
野
一
帯

を
指
す
。
波
木
井
と
は
波
木
井
川
が
貫
流
し
て
い
る
梅
平
地
帯
を
指
す
と
す
る
見
方
。

（
釦
）

解
釈
そ
の
御
御
牧
と
は
『
甲
斐
国
志
』
の
中
で
「
波
木
井
村
…
…
以
下
数
村
南
部
ノ
御
牧
ナ
リ
」
と
記
す
こ
と
か
ら
、
波
木
井
・
小

田
船
原
・
相
又
・
大
城
な
ど
を
指
す
と
す
る
見
方
。

以
上
の
ご
と
く
、
遺
文
の
記
述
を
ど
の
よ
う
に
解
釈
し
て
も
、
実
長
の
所
領
域
を
特
定
す
る
こ
と
は
難
か
し
い
。
か
え
っ
て
錯
綜
す
る

ば
か
り
で
あ
る
。
何
故
、
遺
文
の
記
述
か
ら
所
領
域
を
特
定
で
き
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
は
、
遺
文
の
記
述
が
実
長
の
所
領
域
を
述

べ
た
も
の
で
は
な
く
、
日
蓮
の
草
庵
の
位
置
（
居
所
）
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

然
し
、
日
蓮
に
よ
っ
て
、
「
波
木
井
郷
ノ
戌
亥
（
北
西
）
ノ
方
ノ
深
山
」
と
、
方
角
と
そ
の
位
置
を
示
さ
れ
て
み
る
と
、
往
昔
七
百
年

前
の
波
木
井
郷
が
那
辺
で
あ
っ
た
の
か
、
ま
た
居
館
の
場
所
を
推
量
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

前
述
し
て
き
た
幾
つ
か
の
問
題
点
を
踏
ま
え
、
次
の
『
甲
斐
国
志
』
の
記
載
を
参
考
と
し
て
、
飯
野
御
牧
郷
の
領
域
を
考
え
て
み
た

い
0

る
見
方
。

解
釈
そ
の
口
「
飯
野
御
牧
三
箇
郷
」
と
は
、
飯
野
郷
（
大
野
邑
）
・
御
牧
郷
（
南
部
邑
）
・
波
木
井
郷
（
波
木
井
邑
）
の
三
郷
と
す
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さ
て
、
実
長
の
所
領
域
を
考
察
す
る
方
途
と
し
て
、
実
長
の
子
息
等
に
分
割
し
た
場
所
が
明
ら
か
と
な
れ
ば
、
自
ら
全
所
領
域
が
把
握

さ
れ
る
筈
で
あ
る
。
偶
々
、
分
割
相
続
し
た
所
領
を
示
す
史
料
と
し
て
「
藻
原
文
書
」
が
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
藻
原
文
書
は
元
々
は

『
金
綱
集
』
の
裏
打
ち
文
書
と
し
て
発
見
さ
れ
た
も
の
で
、
曽
て
東
京
大
学
史
料
編
纂
所
に
よ
る
藻
原
寺
所
蔵
文
書
の
調
査
が
行
わ
れ
た

時
に
確
認
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
内
容
は
、
元
弘
・
建
武
年
間
、
波
木
井
南
部
一
族
が
吉
野
朝
方
に
随
っ
て
転
戦
敗
北
し
た
事
情
を

伝
え
る
も
の
で
、
京
洛
か
ら
中
老
日
澄
・
日
保
・
身
延
東
之
坊
日
静
・
真
間
日
樹
、
そ
し
て
南
部
一
族
な
ど
が
、
身
延
山
大
坊
並
び
に
波

木
井
郷
の
南
部
氏
族
に
宛
て
た
消
息
文
八
通
・
上
包
十
二
葉
か
ら
成
る
古
文
書
で
あ
髭

と
推
量
さ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

次
に
筆
者
が
「
波
木
井
郷
」
の
中
心
を
「
梅
平
」
と
比
定
す
る
の
は
、
次
の
『
南
部
家
文
書
』
の
記
載
に
注
目
す
る
か
ら
で
あ
る
。

其
梅
平
之
鎮
守
為
梅
花
一
枝
之
夢
想
ヲ
実
長
公
之
室
被
為
蒙
、
彦
次
郎
実
継
御
出
生
、
童
名
梅
平
ト
申
候
キ
等
之
儀
モ
弥
初
其
御
書

附
ヲ
以
存
候
、
珍
重
之
事
々
、
亥
年
被
下
候
御
害
附
共
一
二
冊
之
書
二
悉
記
認
、
井
御
本
紙
共
二
添
、
此
西
文
庫
二
什
物
ト
共
二
可

収
置
候
…
略
…
其
時
之
鎮
守
へ
弥
今
此
山
之
八
幡
之
神
躰
二
而
御
座
被
成
候
塒
）

こ
の
文
書
は
、
奥
州
南
部
家
二
十
六
代
若
狭
守
信
有
が
、
自
ら
の
当
病
平
癒
祈
願
の
た
め
に
、
代
参
と
し
て
遣
わ
し
た
宇
夫
方
平
太
夫

が
、
身
延
山
三
十
四
世
見
竜
院
日
裕
に
対
し
て
上
申
し
た
一
文
節
で
あ
る
。
こ
の
文
書
の
内
容
は
、
実
長
の
在
世
（
一
二
二
三
’
一
二
九

七
）
か
ら
既
に
四
百
年
を
経
過
し
た
時
の
伝
承
で
あ
る
。
随
っ
て
南
部
館
趾
一
帯
の
地
勢
は
大
き
く
変
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
が
、
位
置

に
つ
い
て
は
、
往
昔
七
百
年
・
波
木
井
実
長
の
居
館
が
、
現
在
の
鏡
円
坊
よ
り
西
方
百
米
程
寄
り
の
段
丘
地
に
在
っ
た
の
で
は
な
い
か
、

よ
う
。
次
に
「
御
牧
」
と
娃
一

一
帯
を
指
す
の
で
は
な
い
か
。

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

胆
「
御
牧
」
と
は
前
出
し
た
『
甲
斐
国
志
』
の
記
述
と
徴
し
て
現
在
の
小
田
船
原
・
相
又
・
大
城
に
至
る
農
耕
産
馬
に
適
し
た
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◇
小
田
殿
…
與
次
郎
実
長
の
こ
と
。
所
領
は
現
在
の
下
船
原
に
当
ろ
う
。

◇
波
木
井
宮
原
殿
…
弥
三
郎
光
氏
の
こ
と
。
所
領
は
現
在
の
波
木
井
三
区
富
士
川
寄
り
の
平
坦
地
に
当
る
。

以
上
、
雑
駁
な
が
ら
ま
と
め
て
み
る
と
、
南
部
実
長
の
所
領
域
は
、
南
部
氏
本
領
河
内
南
部
御
牧
郷
の
内
、
飯
野
御
牧
の
三
箇
郷
と
な

ろ
う
。
そ
の
三
箇
郷
と
は
、
側
飯
野
郷
（
現
大
野
・
清
子
）
・
側
波
木
井
郷
（
現
梅
平
・
身
延
山
・
波
木
井
・
杉
山
）
．
③
相
又
（
俣
）

郷
（
現
小
田
船
原
・
相
又
）
で
あ
っ
た
と
推
量
し
て
無
理
が
な
か
ろ
う
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
三
箇
郷
は
風
水
害
に
対
し
て
弱
い
地
勢
で

あ
り
、
中
部
断
層
地
帯
で
も
あ
る
。
七
百
年
の
歳
月
は
、
実
長
在
世
時
の
地
勢
を
流
し
去
り
、
今
に
旧
地
を
残
す
処
は
悉
ど
無
い
の
が
実

情
で
あ
る
。

右
の
文
書
に
見
え
る
宛
名
を
基
に
し
て
所
領
を
比
定
し
て
列
挙
し
て
み
よ
う
。

◇
波
木
井
原
殿
…
美
濃
守
行
義
（
源
行
義
）
の
こ
と
。
所
領
は
現
在
の
波
木
井
二
区
円
実
寺
の
近
辺
の
段
丘
地
に
当
る
。

◇
船
原
殿
…
又
五
郎
行
経
（
源
行
経
）
の
こ
と
。
所
領
は
現
在
の
上
船
原
の
平
垣
地
に
当
ろ
う
。

◇
身
延
西
谷
殿
…
実
長
の
一
子
・
六
郎
四
郎
光
経
と
孫
の
宗
経
の
こ
と
。
所
領
は
身
延
山
一
帯
に
当
る
。

◇
杉
山
殿
…
政
義
の
こ
と
（
実
長
の
子
・
実
継
と
共
に
捕
縛
さ
れ
六
条
河
原
で
刑
死
す
）
。
所
領
は
現
在
の
波
木
井
と
下
山
の

に
当
ろ
う
。

付
記

波
木
城
趾
（
峯
城
）
に
つ
い
て

『
甲
斐
国
志
』
（
古
蹟
部
）
に
よ
る
と
、
「
波
木
井
六
郎
実
長
ノ
居
趾
ナ
リ
…
…
城
趾
ハ
東
西
百
余
間
、
南
北
六
七
十
間
、
城
ノ
名
称
一
一

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

中
間
地
帯
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波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

峯
城
ト
云
ヘ
リ
。
嘉
禎
二
年
（
一
三
三
六
）
ノ
築
城
卜
傳
へ
ラ
レ
ル
」
と
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
所
謂
「
峯
城
」
に
関
し
て
は
、
城
趾
と

さ
れ
る
現
場
に
は
、
昭
和
二
年
五
月
十
七
日
山
梨
県
史
跡
指
定
の
「
波
木
井
城
祉
・
山
梨
県
」
の
碑
が
建
て
ら
れ
、
傍
に
は
波
木
井
区
住

民
・
円
実
寺
檀
信
徒
に
よ
る
顕
彰
碑
（
昭
和
五
十
五
年
）
も
あ
る
。
尚
、
「
峯
城
」
の
位
置
、
城
祉
の
信
逓
性
を
め
ぐ
る
論
議
に
関
し
て

は
、
山
梨
県
南
部
町
文
化
財
審
議
委
員
会
が
刊
行
し
た
「
南
部
光
行
・
実
長
の
墓
並
び
に
南
部
氏
館
跡
論
議
に
対
す
る
所
見
」
（
昭
和
六

十
年
・
タ
プ
ロ
イ
ド
版
・
非
売
品
）
を
参
照
さ
れ
た
い
。

注
（
１
）
下
山
御
消
息
・
建
治
三
年
六
月
・
真
蹟
・
昭
定
遣
一
三
三
四
頁
。

日
蓮
の
身
延
入
山
に
つ
い
て
、
塩
田
義
遜
は
自
著
の
中
で
「
入
山
に
関
し
て
は
古
来
種
々
の
説
を
な
す
が
、
幕
府
三
諌
を
契
機
と
し
て
万
年
広
布

を
期
さ
れ
て
の
入
山
は
確
か
と
思
う
が
、
身
延
地
頭
波
木
井
実
長
と
予
め
入
山
の
連
絡
を
と
っ
て
あ
っ
た
と
は
解
さ
れ
得
な
い
。
予
め
聖
人
を
招

待
し
た
の
で
あ
れ
ば
相
当
の
用
意
の
あ
っ
た
筈
で
あ
る
」
（
『
日
蓮
聖
人
の
生
涯
』
一
三
五
’
一
五
○
頁
・
大
正
十
五
年
刊
）
と
記
し
て
い
る
。

（
２
）
日
蓮
と
実
長
の
「
逢
嶋
」
に
お
け
る
対
面
故
事
の
傳
承
に
つ
い
て
。

『
波
木
井
殿
御
書
』
の
中
に
「
文
永
十
一
年
同
十
七
日
に
甲
斐
波
木
井
の
郷
に
著
き
い
。
波
木
井
殿
に
対
面
有
り
し
か
ば
大
に
悦
び
今
生
は
実
長

が
身
に
及
ば
ん
程
は
見
つ
ぎ
奉
る
べ
し
。
後
生
を
ば
聖
人
助
け
給
へ
と
契
り
し
事
は
た
だ
ご
と
と
も
覚
へ
ず
」
（
昭
定
遣
九
三
○
頁
）
と
、
感
激

の
劇
的
な
表
現
が
見
え
る
。
然
し
こ
の
表
現
内
容
に
関
し
て
、
旧
来
よ
り
信
愚
性
が
問
わ
れ
て
き
て
い
る
。
仙
御
書
そ
の
も
の
に
真
偽
の
問
題
が

あ
る
こ
と
。
②
往
昔
七
百
年
、
逢
嶋
な
る
史
蹟
と
な
る
場
所
は
無
か
っ
た
こ
と
。
③
総
門
（
開
会
関
）
は
往
時
、
い
ま
だ
切
通
し
に
も
な
っ
て
い

な
か
っ
た
こ
と
。
こ
う
し
た
理
由
か
ら
対
面
を
否
定
す
る
識
者
が
多
い
。

（
３
）
波
木
井
三
郎
殿
御
返
事
・
文
永
十
年
八
月
八
日
・
興
師
写
本
・
昭
定
遺
七
四
五
・
七
四
九
頁
。

（
４
）
日
蓮
の
教
化
に
浴
す
る
機
縁
の
あ
っ
た
こ
と
を
語
る
御
書
と
し
て
「
六
郎
恒
長
御
消
息
」
（
文
永
六
年
九
月
・
昭
定
遣
四
四
○
頁
）
、
「
南
部
六

郎
殿
御
書
」
（
文
永
八
年
五
月
十
六
日
・
昭
定
遣
四
八
七
頁
）
が
あ
る
。

（
５
）
富
木
殿
御
書
・
文
永
十
一
年
五
月
十
七
日
・
真
蹟
・
昭
定
遺
八
○
九
頁
。
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（
６
）
妙
法
比
丘
尼
御
返
事
・
弘
安
元
年
九
月
六
日
・
昭
定
遺
一
五
五
’
一
五
七
一
頁
。

（
７
）
秋
元
御
書
（
筒
御
器
妙
の
異
称
）
弘
安
三
年
正
月
二
十
七
日
・
昭
定
遺
一
七
三
九
頁
。

（
８
）
「
は
ら
の
け
」
（
下
痢
症
状
）
日
蓮
は
建
治
三
年
の
暮
に
こ
の
症
状
が
お
こ
り
容
易
に
完
治
し
な
か
っ
た
。
『
兵
衛
志
殿
御
返
事
』
の
中
で
「
は

ら
の
け
は
佐
衛
門
殿
の
御
薬
に
て
な
を
り
て
候
」
（
弘
安
元
年
六
月
・
真
蹟
・
昭
定
遺
一
五
二
五
頁
）
と
述
べ
る
如
く
一
度
は
治
癒
し
た
が
、
弘

安
四
年
正
月
再
発
し
て
晩
年
悩
み
続
け
た
。
原
因
は
バ
ク
テ
リ
ア
・
寄
生
虫
毒
素
・
消
化
機
能
低
下
・
大
小
腸
内
の
異
常
発
酵
と
思
わ
れ
る
が
、

主
原
因
は
西
谷
草
庵
の
自
然
環
境
の
劣
悪
に
あ
っ
た
で
あ
ろ
う
。

（
９
）
「
や
せ
や
ま
い
」
（
身
体
的
衰
弱
）
、
弘
安
四
年
十
二
月
の
『
上
野
殿
母
尼
御
前
御
返
事
』
中
に
「
八
年
が
間
や
せ
や
ま
い
と
申
し
、
と
し
と
申

し
、
と
し
ど
し
に
身
ゆ
わ
く
」
（
昭
定
遺
八
九
六
頁
）
と
あ
る
如
く
、
身
延
入
山
以
来
、
寒
冷
な
山
中
生
活
・
湿
潤
・
食
物
不
足
・
栄
養
失
調
・

慢
性
的
下
痢
な
ど
が
、
体
力
の
減
退
と
衰
弱
を
は
や
め
た
と
思
わ
れ
る
。

（
Ⅷ
）
『
地
引
御
書
』
の
中
で
「
坊
は
十
間
四
面
に
又
庇
さ
し
て
造
あ
げ
二
十
四
日
に
大
師
講
並
に
延
年
、
次
郎
殿
等
の
御
公
達
、
親
の
を
ほ
せ
と
申

し
我
心
に
い
れ
て
を
は
し
ま
す
事
な
れ
ば
…
…
一
人
も
疎
略
の
儀
な
し
。
坊
は
か
ま
く
ら
に
て
は
一
千
貫
に
て
も
大
事
と
こ
そ
申
し
候
…
南
部
六

郎
殿
」
（
弘
安
四
年
十
一
月
二
十
五
日
・
真
蹟
・
昭
定
遺
一
八
九
四
’
九
五
頁
）
と
、
実
長
に
対
し
て
深
甚
の
謝
意
を
述
べ
て
い
る
。

補
注
実
長
の
「
身
延
山
寄
進
状
」
に
つ
い
て
、

「
身
延
山
寄
進
状
」
（
久
遠
寺
蔵
）
は
日
蓮
宗
宗
学
全
書
・
上
聖
部
（
一
九
三
頁
）
に
全
文
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
傳
古
文
書
は
真
偽
の
問
わ
れ

る
文
書
で
あ
る
。
然
し
「
身
延
山
」
が
七
百
年
の
法
灯
を
護
持
し
、
日
蓮
棲
神
の
霊
山
と
し
て
厳
然
と
し
て
存
在
す
る
の
で
あ
る
か
ら
、
開
基
檀

越
波
木
井
実
長
に
よ
る
身
延
山
寄
進
に
就
て
拙
考
を
少
し
く
述
べ
て
お
こ
う
。

「
身
延
山
寄
進
状
」
の
日
付
と
署
名
が
「
文
永
十
一
年
甲
戌
十
月
二
十
四
日
、
南
部
隠
士
波
木
井
実
長
入
道
・
判
」
と
な
っ
て
い
る
事
か
ら
、
日

蓮
の
文
永
十
一
年
五
月
十
七
日
蓑
夫
（
身
延
）
入
山
を
機
に
し
て
、
実
長
は
幕
府
御
家
人
と
し
て
日
蓮
を
監
視
す
る
忠
勤
の
体
裁
を
と
り
な
が
ら

も
、
執
権
得
宗
家
と
譜
代
御
家
人
と
の
対
立
抗
争
が
強
ま
る
過
程
を
背
景
と
し
て
、
実
長
は
幕
府
へ
の
奉
公
を
辞
し
て
、
地
頭
領
の
蓑
夫
山

（
身
延
山
）
を
寄
進
し
、
日
蓮
の
身
の
保
全
外
護
の
丹
誠
を
示
し
た
、
と
解
し
て
無
理
が
あ
ろ
う
か
。
そ
の
事
は
永
仁
三
年
（
一
二
九
五
）
十
二

月
十
六
日
付
実
長
の
遺
言
書
、
ま
た
実
長
の
第
五
子
弥
太
郎
長
義
の
正
和
元
年
（
一
三
一
二
）
正
月
十
六
日
付
置
文
（
日
蓮
宗
宗
学
全
書
・
上
聖

（
皿
）
六
郎
次
郎
殿
御
返
事
（
別
称
・
波
木
井
抄
）
建
治
三
年
三
月
十
九
日
・
昭
定
遣
一
二
九
四
頁
。

本
消
息
の
宛
名
「
六
郎
次
郎
」
は
実
長
の
次
男
清
長
の
こ
と
。
「
次
郎
兵
衛
」
は
不
詳
。

部
）
が
裏
付
資
料
と
な
ろ
う
。

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）
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波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

（
胆
）
波
木
井
殿
御
報
・
弘
安
五
年
九
月
十
九
日
・
日
興
代
筆
・
昭
定
遺
一
九
二
四
’
一
九
二
五
頁
。

（
旧
）
『
吾
妻
鏡
』
（
東
鑑
）
巻
九
・
文
治
五
年
条
・
（
岩
波
文
庫
二
巻
二
○
三
’
二
○
四
頁
・
昭
和
十
五
年
刊
本
）
文
庫
か
ら
の
参
借
は
す
べ
て
筆
者

の
取
捨
で
記
録
を
要
約
し
て
記
載
。

（
Ｍ
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
・
建
久
元
年
条
（
岩
波
文
庫
二
巻
二
九
六
’
二
九
九
頁
）

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
・
建
久
元
年
条
（
岩
波
文
庫
二
巻
三
一
四
’
三
一
六
頁
）

（
焔
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
五
・
建
久
六
年
条
（
岩
波
文
庫
三
巻
一
五
七
’
一
五
八
頁
）

（
Ⅳ
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
五
・
建
久
六
年
条
（
岩
波
文
庫
三
巻
一
六
○
’
一
六
二
頁
）

（
肥
）
鷲
尾
順
敬
編
『
南
部
家
文
書
』
所
収
「
南
部
系
譜
」
・
「
南
部
八
戸
家
系
」
吉
野
朝
史
蹟
調
査
会
・
昭
和
十
四
年
十
月
刊
・
二
九
八
頁
。

（
Ｍ
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
・
建
久
元
年
条
（
岩
波
文
庫
二
巻
二
九
六
’
二
九
九
頁
）

（
妬
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
・
建
久
元
年
条
（
岩
波
文
庫
二
巻
三
一
四
’
三
一
六
頁
）

（
焔
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
五
・
建
久
六
年
条
（
岩
波
文
庫
三
巻
一
五
七
’
一
五
八
頁
）

（
Ⅳ
）
『
吾
妻
鏡
』
巻
十
五
・
建
久
六
年
条
（
岩
波
文
庫
三
巻
一
六
○
’
一
六
二
頁
）

（
肥
）
鷲
尾
順
敬
編
『
南
部
家
文
書
』
所
収
「
南
部
系
譜
」
・
「
南
部
八
戸
家
系
」
吉
野
朝
史
蹟
調
査
会
・
昭
和
十
四
年
十
月
刊
・
二
九
八
頁
。

（
的
）
『
南
部
家
文
書
』
二
九
九
頁
。

（
別
）
『
南
部
家
文
書
』
所
収
「
八
戸
家
系
図
」
二
九
九
頁
。

（
皿
）
『
南
部
家
文
書
』
所
収
「
八
戸
家
傳
記
」
三
四
三
頁
。

（
〃
）
『
六
郎
恒
長
御
消
息
』
文
永
六
年
九
月
・
昭
定
遺
四
四
○
’
四
四
二
頁
。

宛
名
に
「
南
部
六
郎
恒
長
殿
」
（
値
は
實
か
）
と
あ
り
、
ま
た
消
息
の
中
で
念
仏
の
無
間
な
る
を
強
く
教
示
す
る
事
か
ら
、
既
に
本
消
息
よ
り
以

前
に
日
蓮
の
教
化
に
浴
し
て
い
た
事
が
推
察
さ
れ
る
。

（
鴎
）
『
南
部
六
郎
殿
御
書
』
文
永
八
年
五
月
十
六
日
・
昭
定
遺
四
八
七
頁
。

（
別
）
太
田
亮
著
『
姓
氏
家
系
大
辞
典
』
（
全
五
巻
）
・
三
巻
四
三
六
三
頁
（
昭
和
三
十
八
年
角
川
書
店
刊
）

（
妬
）
「
下
山
御
消
息
』
建
治
三
年
六
月
・
真
蹟
・
昭
定
遺
一
三
一
二
頁
。

（
邪
）
『
松
野
殿
女
房
御
返
事
』
弘
安
二
年
六
月
二
十
日
・
昭
定
遺
一
六
五
一
頁
。

（
〃
）
『
秋
元
御
書
」
弘
安
三
年
正
月
二
十
七
日
朝
師
写
本
・
昭
定
遺
一
七
三
九
頁
。

（
羽
）
藤
原
忠
平
撰
『
延
喜
式
』
延
長
五
年
十
二
月
二
十
六
日
撰
（
『
国
史
大
系
』
延
喜
式
後
篇
。
九
七
三
頁
・
吉
川
弘
文
館
・
昭
和
六
十
三
年
刊
）

（
釣
）
松
平
定
能
撰
『
甲
斐
国
志
』
巻
十
・
村
里
部
（
甲
斐
国
志
編
纂
会
・
全
二
巻
・
上
巻
二
七
三
頁
・
昭
和
四
十
六
年
・
天
下
堂
刊
）

（
釦
）
『
甲
斐
国
志
』
上
巻
村
里
部
二
七
二
頁
。

（
釧
）
『
甲
斐
国
志
』
上
巻
古
蹟
部
七
五
五
頁
。

（
塊
）
『
南
部
家
文
書
』
一
二
七
頁
。
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（
認
）
日
蓮
教
学
研
究
所
編
『
日
蓮
宗
宗
学
全
書
』
第
二
巻
興
門
全
集
・
五
七
七
’
五
八
六
頁
。
山
喜
房
仏
書
林
刊
。

筆
者
に
与
え
ら
れ
た
「
南
部
実
長
と
身
延
山
」
の
テ
ー
マ
は
、
拙
稿
「
日
蓮
と
南
部
実
長
の
関
係
」
（
「
甲
斐
史
学
」
十
三
号
・
山
梨
大
学
学
芸
学

部
歴
史
研
究
室
・
昭
和
三
十
五
年
刊
）
と
一
部
重
複
す
る
記
述
の
あ
る
こ
と
を
断
っ
て
お
き
た
い
。

補
記

補
記
参
考
文
献
に
つ
い
て

本
拙
稿
で
は
全
く
参
照
し
な
か
っ
た
が
、
南
部
実
長
に
関
す
る
文
献
資
料
と
し
て
次
の
著
書
が
知
ら
れ
て
い
る
。
①
六
牙
日
潮
撰
『
本
化
別
頭
仏

祖
統
紀
』
（
巻
二
十
四
優
婆
塞
列
傳
）
。
②
行
学
日
朝
撰
『
元
祖
化
導
記
』
。
③
身
延
山
久
遠
寺
『
身
延
山
史
』
。
④
身
延
町
『
身
延
町
誌
』
（
第
三

編
第
三
章
）
。
⑤
南
部
町
『
南
部
町
誌
』
（
第
三
編
第
三
章
）
。
⑥
宮
崎
英
修
著
『
波
木
井
南
部
氏
事
蹟
考
』
。
⑦
日
蓮
教
学
研
究
所
『
日
蓮
教
団
全

史
』
上
。
（
平
楽
寺
書
店
刊
）

波
木
井
南
部
実
長
と
身
延
山
（
町
田
）

（
平
成
八
年
七
月
五
日
稿
）
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